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『香粧品の『未来に続く最先端科学』』

リスク・ベネフィットコミュニケーション
山本美智子

Risk/Benefit Communication

Michiko YAMAMOTO

Abstract
The risks of food additives, medical products, chemicals among others have come to be recognized, as national aware-

ness about health issues grows. Organizations and companies are responsible for providing useful information about the risk/
benefit of products including their policy and service. A great health hazard could take place when companies fail to fulfill 
such responsibilities, and consumers will consequently suffer economic and social damage. To avoid such occasions, clear 
information about the risk and benefit must be given to consumers. In Japanese the word “communication” is not properly 
understood and usually interpreted as conversations. In contrast, risk communication is where organizations and companies 
provide and share transparent information with other stakeholders including consumers to enable information exchange and 
feedbacks. Risk communication is generally accepted as one of the three key components, along with risk assessment and 
risk management, in the process of risk analysis in the fields of chemical and environmental problems. The principles of risk 
communication put importance on sharing information on the risk among all relevant parties, not limiting to experts, so that 
consumers can make their own decision about the health risk and safety. How the risk/benefit varies depending on the field 
and product. A risk management plan on the medical products has been recently implemented. Here, I would like to discuss 
the way of the risk/benefit communication while taking the medical products as an example.
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1.　は じ め に

国民の健康意識の高揚とともに食品添加物，医薬品，
化学物質などのリスクが認識されるようになった。組織
や企業は，提供するもの（製品）のリスク・ベネフィッ
トおよびポリシーやサービスに関する有用な情報を提供
する責任があるが，もしそのような責任を果たすことに
失敗すると，人々に多大な健康被害が生じ，企業や組織
は経済的かつ社会的損失を被ることになる。そのために
は，消費者保護の観点からも，消費者へのリスクやベネ
フィットに関する情報をわかりやすく行うコミュニケー
ションが必要である。ここでいうコミュニケーションの
日本語の適切な訳は見当たらない。情報提供や情報発信
とすると一方通行になるが，コミュニケーションには，
情報の共有化および双方向性が求められる。通常，コ
ミュニケーションというと，会話に限定される印象があ
るが，それは口頭ばかりでなく文書，インターネットな
どのメディアを用いたものも含まれる。
今般，医薬品ではリスク管理計画がスタートし，リス
クに対する方策が示された。臨床試験によるエビデンス

が示される医薬品も，医学の限界や不確実性という課題
に対し，社会全体で向き合う必要がある。医薬品を例に
取りながら，リスク・ベネフィットコミュニケーション
のあり方について考えてみたい。

2.　リスクコミュニケーションについて

2–1．リスクコミュニケーションの発達
リスクコミュニケーションは，リスク評価の内容など
に関して，最終的には関係者間で情報や意見をお互いに
交換し，合意形成を図ろうとするものである。その発達
の段階として次の三つのステップが考えられている。ま
ず，第一のステップとしての「データの開示」，この段
階では，データや情報は開示されるが，専門的な情報が
そのまま開示されても，よく理解されず，受け入れられ
ることは少ないとされる。これは一方向の情報提供であ
り，相互作用的なファクターはない。医療の世界で言う
いわゆるパターナリズム（父権主義）的な考え方に相当
すると考えられる。第二のステップとして，「情報の提
供」を積極的に行うようになるが，教育，宣伝，解説，
説得手法に関心が置かれる。情報発信者の意図が受け入
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